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　弊京都支部の運営基盤を確立するために昨

年度において、「組織財政確立委員会」にて

組織面、事業面、財政面の３方向からの検討

を加えてきました。

　その結果を具体化するために、今年度にお

いても「組織財政確立委員会」が活動を開始

しています。今年度は、政権交代による影響

等も織り込んで、具体的な方向を打ち出す

とともに、その実施を図っていきます。

　また、新たに「中小企業施策企画委員会」

を立上げ、弊支部中小企業診断士の更なる

活動展開を目指します。（第２面上段記事参

照）

　中小企業診断協会京都支部の第51回通常総

会 が、 平 成22年 ５ 月

22日に京都駅前の京

都タワ－ホテルにて、

藤井明登常任理事の

司会により盛大に開

催されました。また、

これに先立って同日

に、協同組合京都府中小企業診断士会の第11
回 通 常 総 会 も 中 村 久

吉 副 支 部 長 の 司 会 に

より開催されました。

　 近 年 の 傾 向 と し て

参 加 会 員 は 年 を 追 う

ご と に 増 え て お り、

加えて新診断士制度

の定着と診断協会の

一般社団法人化とい

うトピック的な変化

に 向 っ て い る な か、

多数の会員が参加し

ました。

　総会における質疑

応答も活発に行われ、

原案どおりの内容で

スムーズに可決承認

されました。

　 総 会 後 の17時20分

からは会場を別室に

変えて懇親会が渡邉

文恵理事の司会によ

り開催され、 多くの

来賓とともに、 終始

和やかな交流が行わ

れました。

　正しく京都支部が活性化してきている事実

を、参加者全員が

体感できるイベン

トとなりました。
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　京都支部では新成長戦略

の 一 環 と し て 昨 年 度 に 組

織・財政確立員会を立ち上

げました。実務的には、小

委 員 会 を 設 け、 組 織 の 拡

大・強化、財政基盤の強化、

新規事業開発に取り組んで

います。新規事業開発小委

員会はこれまでに、ML や診断京都等をとお

してアイデアを募集して参りましたが、支部

会員の皆さまのご努力により従来の事業対応

型研究会の他に、京都リサーチパーク株式会

社（KRP）や商工会議所等との新たな取組が

芽生えつつあります。

　公益法人の見直しが進む中、全国各地でい

ろいろな議論等が交わされています。私たち

中小企業診断協会も例外ではありません。秋

の事業仕分けをはじめ、今しばらくは乗り越

えて行かねばならない障害や難問が山積して

います。

　ただ言えることは、京都支部を取り巻く環

境がどう変わろうとも、京都支部としては、

従来にも増して診断士の社会的地位の向上と

診断協会京都支部の発展に取り組んで行く

ことに変わりはありません。そのためには組

織・財政基盤の確立、強化が不可欠であり、

事業面においては、これまでに築いてきた各

支援機関等との信頼、連携を一層強固なもの

としていく必要があります。それには、施策

や事業をこちらから積極的に提案していくこ

とが大切です。民間企業へのアプローチは、

なおしかりです。

　事業開発小委員会としては引き続き、支部

会員ご自身による事業立ち上げ、アイデア等

を募集して参りますが、今回は新たに次の視

点も加えて募集、事業の開発に取り組んで行

きたいと考えます。

　①ここ２～３年の間で、ご自身が携わられ

た中小企業向け公的支援事業の中で、大

いに効果があったと思われる事業

　②こんな事業があれば、もっと中小企業に

喜ばれるのではないか

　 皆 様 の ご 意 見、 ご 応 募 を メ ー ル ま た は

FAX にて支部宛にお届けいただければ幸い

です。

　お手数ですが、タイトルには「新規事業開

発の件」と明記をお願いします。

（山脇康彦）

　昨年度において、周年事

業として２種類の無料経営

相談会を開催しました。こ

れは、例年の京都中央信用

金庫主催ビジネスフェアへ

の 出 展 と 京 都 府 の バ ッ ク

アップのもと京都商工会議

所及び京都府商工会連合会

ほかの協力によって実現した「出前相談会」

等でした。

　今年度は、事務所移転を機会とする京都リ

サーチパーク株式会社（KRP）の協賛を得て

開催する KRP 入居企業対象の無料経営相談

会を８月２日 ( 月 )、４日 ( 水 )、６日 ( 金 ) と

開催します。また、10月13日(水)、14日(木)は、

京都府総合見本市会館（パルスプラザ）で開

催される恒例の中信ビジネスフェアに出展し

て、無料経営相談を実施します。これに加

えて、年末頃～年度末には京都府の推進す

る出前相談会が府内8カ所にて開催される予

定です。

　大企業においては業績好調が伝えられます

が、伝統産業の多い京都府下中小企業への波

及は非常に遅く、一般庶民の生活実感は厳し

いままに推移しています。無料経営相談会は

地道な活動ですが、会員診断士の協力と真摯

な相談対応により静かにまた深く地元中小企

業に中小企業診断士を認識して頂く絶好の機

会です。

　会員各位の今後とものご協力を期待しま

す。

　８月２日、４日、６日 KRP 入居企業限定

無料経営相談会対応診断士は以下のとおりで

す。

　田中道彦、松井宏次、恩村政雄、川村浩一、

山崎忠夫、外　直樹（敬称略、順不同）

　10月の中信ビジネスフェア及び年末・年度

末対策での無料経営相談対応診断士は、後日

に公募を予定しています。

　( 中村久吉 )
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　経営品質研究会は、４月に研究
会員を再度募集し、現在７名（うち
アセッサー３名）で活動を行ってい
ます。今年度は、経営品質協議会
コミュニケーションセンター JQA 
Cafe 事務局（㈶日本生産性本部内）
が中心となって展開している「JQA 

Cafe」の仕組みを利用し、会員の経営品質や顧客満
足についての理解を深める活動を展開中です。
　JQA Cafeとは簡単にいうと読書会の名称で、日
本経営品質賞に関連する書籍を、コーヒーを飲みな
がら気楽に勉強しましょうという意図で名づけら
れたものです。現在、（㈳中小企業診断協会京都支
部経営品質研究会の外15のグループがCafe登録し
（H22年６月末時点）、全国で勉強会を開催してい
ます。
　当研究会では、JQA Cafe事務局が設定した課題
図書を各自毎月１冊ずつ読み込み、読後の感想を述
べたり、疑問点を他の会員と共有、解決を行うほ
か、自ら設定したテーマをもとにアウトプットを行
い、その成果を持ち寄り発表し合っています。
従来の研究会では、発表担当者だけが準備を行い、
それ以外の会員は受け身で参加する傾向にありまし
たが、毎月各自が責任を持って課題に取り組み自ら
の成果物を生み出すという現在の活動は、大変有意
義なものと考えています。
　経営品質の考え方のベースとなる顧客本位につい
ては、中小企業診断士が企業の経営革新や、組織改
革、その他さまざまな支援活動を行う際に求められ
る知識です。経営品質向上活動やCS向上に取り組
まれている企業にお勤めの会員の方、アセッサー資
格の有無にかかわらず、経営品質に関心のある方な
ど、多くの皆様の参加もお待ちしております。
　研究会及び経営品質にご興味のある方は研究会

リーダー　山本知美（bc-forte@tea.odn.ne.jp）まで
ご連絡ください。
　経営品質、JQA Cafe については、以下のホーム
ページをご覧ください。
経営品質協議会ホームページ

（http://www.jqac.com/index.htm）
（山本知美）

　企業における内部統制の整備・充
実を目的にJ-SOX法が制定されたこ
とを契機に「内部統制研究会」を平
成19年７月に立上げ、同法の趣旨を
踏まえつつ中小企業に応用する方法
について、２年９ヶ月にわたり研究
会活動を行ない、本年３月をもって

「内部統制・簡易診断チェックリスト」報告書（内
容は方針・規定類と基幹業務のあるべき内部統制の
あり方）を作成し、当研究会の所期目的を達するこ
ととなりました。
　この研究期間中においても、中小企業の海外進出
や企業連携などグローバル化の一層の進展による経
営ルールの変化、IT化をベースとした企業活動で
情報瑕疵・漏洩等の新たなリスクの発生、ベテラン
社員退職時のノウハウ継承不備等々、中小企業のガ
バナンス（企業内部統制）に新たな課題がみられま
す。
　このことに鑑み、内部統制研究会の研究成果を中
小企業のガバナンスツールの一環として活用を図る

目的で、引き続き研究会活動を行なってまいりま
す。
【平成22年４月以降の内部統制研究会の方向づけ】
目　的：中小企業のガバナンスの充実を図ることを

目的に「内部統制研究会・報告書（本年３
月作成」」の趣旨を活かしながら、中小企
業に顕在・潜在する企業リスクを「見える
化」するツール（商品）を開発し、実用促
進に努める。

発起人：西河豊（支部責任者）、恩村政雄（運営リー
ダー）、清澤康弘

新入会：企業リスクを「見える化」するツール（商
品）の開発に関心のある方を歓迎

取組み：キックオフ　 ６月 企業リスクの見える化
ツールの検討・開発

　　　　第２回　９月 開発ツールの検証（中小企
業でモニター実施）と課題検討

　　　　第３回　12月 実用化促進の課題検討
 　以上の内容にて本年度の活動を推進いたします。

（恩村政雄）

課 題 図 書 （ 一 部 ）

１冊目
『決定版 日本経営品質賞とは何か』

生産性出版

２冊目 『経営品質入門』　　　　　　　 生産性出版

３冊目 『忘れ去られた経営の原点』　　 生産性出版

４冊目
『J.D. パワー 顧客満足のすべて』

ダイヤモンド社

５冊目
『真実の瞬間－ SAS( スカンジナビア航空 )
のサービス戦略はなぜ成功したか』

ダイヤモンド社

６冊目
『サービスが伝説になる時－「顧客満足」は
リーダーシップで決まる』　ダイヤモンド社

７冊目
『あなたが創る顧客満足－基本のキホン』

日経ビジネス人文庫

８冊目 『利益第二主義』　　　　　 ダイヤモンド社
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　2010年５月に発足した「プレゼ
ンテーション・スキルアップ研究
会（PS 研）」 には、 問題意識が高
く行動力に溢れた、小川浩一、清
澤康弘、竹下富彦、若島浩文、松
井宏次の各氏が集い、事務局（坂
田愼一）の６名でスタート致しま

した。
　企業内診断士や創業を計画中の方、中堅診断士
やベテラン診断士などバラエティーに富んだメン
バーが、毎月第一水曜日に実践形式で研究テーマ
に取り組んでいます。

　「実践から学ぶ」をコンセプトに、全員がプ
レゼンを実施（10分間）しますが、管理の PDCA
サイクルでの取り組みを変え、CAPDo（キャップ
ドゥー）のサイクルを回して、プレゼンテーショ
ンのスキルアップを目指しております。
　CAPDo とは、聞き手の立場でプレゼンテーショ
ンを評価（Check）し、「良い点」と「改善点」をカー
ドにまとめて、プレゼンターに手渡します。プレ
ゼンターは評価内容を真摯に受け止め、改善すべ
き事項の処置・対策（Action）と具体策を検討し
て、次のプレゼンテーション計画（Plan）にフィー
ドバックします。
　プレゼンテーション後に、CAPDo のサイクル
を回すと、長所を伸ばし短所を意識して改善する
ので、スパイラルにプレゼンのスキルアップが期
待できます。
　また、プレゼンテーションに必要な、ボイス・
トレーニング（清澤講師）、歩き方と正しい姿勢、
表情筋の活性化などの基礎トレーニングも取り入
れ、メンバーの中にはその成果が早くも現れてお
ります。
　PS 研の中間報告をさせて頂きましたが、「プレ
ゼンテーション成果報告会」を目指して活動に取
り組みますので、先輩諸氏のご指導ご鞭撻の程、
よろしくお願い申し上げます。　

（坂田愼一）

　経営革新支援研究会では、支部
会員の皆さまにお役に立てる情報
発信や人脈形成、さらには会員相
互の理解と交流や支部・組合の業
務拡大を目的に、勉強会を行って
い ま す。 是 非 奮 っ て ご 参 加 い た
だきますよう、お願い申し上げま
す。

　以下、最近の実施状況と今後の開催予定を掲載
します。

平成22年３月10日（水）終了
講　師　京都支部会員 西本 武志様（支部会

員）
テーマ　「野菜生産農家の経営」

平成22年５月12日（水）終了
講　師　日本政策金融公庫 京都支店 国民生

活事業
　　　　融資第二課長 石垣 裕包様
　　　　融資第三課長 楢崎 幸治様
テーマ　「最新公庫融資制度の概要と診断士

への期待」

平成22年７月14日（水）終了
講　師　京都未来を担う人づくりサポートセ

ンター ディレクター杉村 泰宏様
テーマ　「人材に悩む中小企業への具体的ソ

リューション提案　～産官学連携事
業 京都未来を担う人づくり推進事
業の活用～」

　開催日等は、原則として か
ら行っています。今年度はあと６回程度の開催を
予定しています。今後の予定テーマといたしまし
ては、支部会員から経営コンサルタントとしての
豊富な経験を踏まえまして「中小企業診断士独立
への道（仮）」や「新入会員さんの PR」などのテー
マでお話しいただくこ
とを予定しています。
また、外部講師としま
しては中小企業支援機
関を中心にその他幅広
く講師をお願いする予
定です。
　最近は特に企業内診
断士の方や新入会員の
方が積極的にご参加い
ただいています。できる限り、支部会員の皆さま
の人脈形成のきっかけの場として、また最新情報
収集の場としてご活用いただけるよう、さらに知
恵を絞っていきたいと思います。
　是非、支部会員の皆さまの積極的なご参加を心
よりお待ちしております。

（岡原慶高）
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　４月より京都中小企業応援センター事業にてコーディネータとして活動し
ております。毎日の相談業務を通じて本当にいろんな感覚の方がおられるな
あと思い、今回は「学習スタイル」と「コミュニケーション」について取り
上げてみたいと思います。

①「本を読んで感動した！この社長に会いたい！」→「へ～そう。」→心の
声「そのリアクションは何よ？」

②「まずは訪問ありきだ！とにかく足でかせごう！」→「訪問する際に持っ
ていくものは何？」→「何もないけど⁉」→心の声「え？手ぶらな
の？？？信じられない」

③「話をしていたら頭がすっきりした！新しいアイデアも湧いてきた！」
④「ものを考えるときはいつもチャートみたいなメモを書くかな。全体イメージから細分化して

いくとわかりやすいからね。」
　こんな会話、話を耳にしたことはありませんか？①や②のようにコミュニケーションがうまくい
かないケース、③や④のように学習のスタイルに特徴がありうまくいくケースは多々あると思いま
す。事業パートナーとの打ち合わせ、上司部下のミーティング、「言っているのにわかってないな
あ…」と思うことはありませんか？コミュニケーションは「伝わったことがすべて」です。自分の
タイプを知り、相手のタイプを観察し、伝え方を工夫することで、相手の反応にストレスを感じる
ことや伝わらないというコミュニケーションロスを軽減できるのではないでしょうか？自分や相手
の学習スタイルを知ることは、コミュニケーションを円滑にするだけでなく、目標に向かって行動
を促す方法であり、学習（仕事）の効率を上げる方法でもあります。
　以下にコーチングスキルにおける「学習スタイル」別の特徴を列挙します。
　Ａ：聴覚系
　　・テキストや資料を読むよりも、講義を聞く方が頭に入る
　　・大声で読むと理解しやすい
　　・話をしていると頭の中が整理され、新たなアイデアも湧いてくる
　　・声の調子や言葉に反応しやすい
　　　→騒音があると集中できないので静かな環境で勉強すると効率が上がる
　　　→セミナーやディスカッションの場を活用すると効果的
　Ｂ：言語感覚系
　　・頭の中でいろいろ考えている時間が多い
　　・意味が通じるかどうかにこだわる
　　・新しい事実やデータを関連づけたり、理解したりすることが得意
　　・学習の対象によって記憶する方法がちがう
　　　→既成の方法ではなく自分なりのまとめ方を好むタイプ
　　　→文章を書いたりプレゼンの機会があると学習の動機になりやすい
　Ｃ：触覚系
　　・マニュアルを読むよりまずは使ってみる 
　　・実際に動いてみたり、調べたりすることによって理解する 
　　・手を使った仕事や、モノを作ったりすることが好き 
　　・身振り手振りをしながら話をする 
　　　→実験、ロールプレイ等の体験型が効果的
　　　→パソコンを使う、手で書くなどの触覚を刺激する方法が効果的
　Ｄ：視覚系
　　・後々思い返すために、メモをとっておく習慣がある 
　　・イラストや図を利用することによって、うまく記憶することができる 
　　・話を聞くときは、話している人の顔の表情や身振り、手振りを見る 
　　・口頭で言われたことより、書面の指示のほうが従いやすい 
　　　→紙に書く、ノートをまとめるときなどは色ペンを使うと効果的
　　　→チャートなどの図を使い、目で見てイメージが頭に浮かぶようにする
　ちなみに私は「聴覚系」で、他の３つの特徴も状況によって活用しています。大学生の学期試験
時に大量の暗記をする時も、まずは覚えるものを紙にまとめ→ただひたすら大きな声で繰り返し読
み→内容によっては自分に自分で解説しながらしゃべるという方式で試験を乗り切っていました。
専門学校で国家試験の受験指導をしていた時代にも、受講生のタイプに応じた学習方法をアドバイ
スしていました。いま改めて支援の現場で、個々の学習スタイルを理解し個別に対応することの効
果を実感しています。
　最後に、①は言語感覚系と触覚系の会話、②は触覚系と言語感覚系の会話、③は聴覚系の話、④
は視覚系の話でした。

（渡邉文惠）
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　皆さま始めまして、今年診断士試験に合格
し、京都支部に入会いたしました田中徹と申し
ます。普段は亀岡市の湯の花温泉にある旅館で
働いております。
　旅館業務は実に多岐にわたり、効率的な運営
をするためには、一人何役もこなさなければい
けません。たとえばわたしの場合、接客業務は
もちろんのこと、裏方の業務、営業、企画、広
報、社員研修、業務管理などなどをしておりま
す。また、日本ソムリエ協会認定のソムリエの
資格を３年前に取得し、ワインのサービス、管
理、ワインを使ったイベントの運営なども行っ
ております。
　わたしが診断士試験の勉強を始めたのは、約
９年前、現在の職場に入社した年のことです。
旅館という職場は、休日や勤務時間が不規則で

あるため、計画的に試験勉強をすることはとて
も難しいため、独学で学び、４回の受験で何
とか無事に資格を手に入れることができまし
た。勉強を始めた当初は、知識が増えていくこ
とが嬉しく、楽しんで学べておりました。年を
経るにつれ、学んでいることと、自社の現状と
のギャップを意識するようになり、自分の学ん
でいることを、自社に活かすことが必要である
と強く感じるようになりました。若輩者である
わたしの発言に説得力を持たせるためにも、ど
うしても合格したいという思いがモチベーショ
ンとなり、学ぶことを続けてこられたと思いま
す。
　ただ、合格をしただけで、何もしなければ意
味が無く、企業内にはおりますが、これからも
研鑽を続け、諸先輩方のように、あらゆる方面で
活躍できる診断士になりたいと思っております。
　接客サービス業出身の診断士は、まだまだ多
くないと思います。また、観光産業や、サービ
ス業はこれから更に伸びていく分野であると思
います。わたしの経験していることを、少しで
も活かして、社会にお役に立てる診断士を目指
したいと思っております。今後ともよろしくお
願いいたします。

　京都支部の皆様、こんにちは。今年の４月よ
り、京都支部へ入会した外　直樹と申します。
この度、『はんなり診断士』への寄稿を依頼さ
れ、診断士としての私を皆様に知って頂く機会
が得られたことをうれしく思っています。そこ
で、自己紹介と今後の目標を述べさせて頂きま
す。
　私は、1974年富山県高岡市で生まれ、中学
校卒業後、富山市内の工業高等専門学校へ入学
しました。５年間の高専生活を終え、古都京都
への憧れと社員教育が充実している現在の会社
へ就職しました。私の会社は、京都市内に本社
があり自動車部品を主力とする精密部品の製造
メーカーです。入社後、製造現場、品質管理、
製造技術の業務を経験し、現在は生産管理に従

事しています。入社16年目の中堅社員として忙
しい毎日を過ごしています。
　診断士の受験動機は、自分の能力を対外的に
知ってもらい、社外でも通用する資格を取得し
たいと考えたためです。受験期間中は時間的に
余裕があったので、ほぼ毎日、京都駅前の受験
機関に通うことができました。また、科目合格
制が導入されたこともあり、１年目３科目、２
年目４科目と合格し、２次試験も２年目の平成
20年に合格することができました。この時に学
習する習慣をシナジー効果として得ることがで
きました。合格した翌年の７、８月と今年２月
の実務補習を終え、現在に至ります。
　今後の目標は、診断士としての活動を増や
し、はんなり診断士になることです。診断士と
しての経験は実務補習の時だけなのでどの程
度、貢献できるかわかりませんが、製造業一筋、
16年の経験で培ったものづくりの知識を活か
して、中小企業が抱える、様々な問題に挑戦し
たいと考えています。また、自宅が京都リサー
チパークに近いのでどんなことでもお気軽にお
声掛け頂ければ幸いです。今後とも皆様のご指
導、ご鞭撻を宜しくお願い致します。

田中　　徹
（たなか　とおる）

旅館勤務

外　　直樹
（そと　なおき）

勤務先：サンコール株式会社
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　「京都府中小企業団体中央会」は、京都府中小企業会館４階に事務所を構える中小企業・組
合等連携組織の専門サービス機関です。今回は、事務局次長　近本利和様にお話をおうかがい
しました。

Ｑ．どのような目的で、いつ頃できたものですか？
Ａ．京都府中央会は、昭和31年１月に中小企業等協同組合法により、中
小企業の振興・発展を目的に、組織化と組織強化のための総合支援機関
として設立されました。各都道府県に１つの中央会とその全国組織とし
て全国中央会が設置されており、中小企業の組合等を会員とした団体で
公益性の高い特別法人です。
Ｑ．どのようなサービスを提供されていますか？
Ａ．中央会では、組合等の設立・運営から解散までの支援のほか、金融・
税制や労働問題などの相談にも応じています。
　また、組合等のために活路開拓調査・実現化事業、情報化対策事業、
各種研修会、専門家による指導など各種助成事業による支援を行ってい
ます。

　　そのほか、農商工連携、京都ブランド推進、食品及び伝統工芸業界団体の運営、女性部・
青年部活動支援、共同事務センター運営など各種団体の事務局としての役割があります。

　　最近は、ものづくり中小企業支援事業や新卒者就職応援プロジェクトなど中小企業を直
接支援する事業も行っており、事業内容が多様化して来まし
た。

Ｑ．中小企業診断士にはどのように利用してもらいたいです
か？ 

Ａ．利用というより私どもが助けていただく事の方が多いよう
に思われます。京都では、中小企業診断士さんの活動の場を
広げるため、協会とは別に協同組合を設立され昨年10周年を
迎えられました。当初は活路開拓の調査事業をこの協同組合
に委託する組合も結構ありましたが、最近は景気の低迷や自
己負担率も多くなり、調査事業に取り組む組合が少なく、委
託の機会が減っています。

　　中央会も定期的に皆さんの活躍できる場を提供できなくて申し訳なく思っていますが、い
ろんな専門分野の診断士さんがおられ、分野に応じて相談できるので、とても心強く感じて
おります。

Ｑ．研修やイベントの情報を入手するにはどうすればよいですか？
Ａ．会員には、その都度お知らせをしていますが、ホームページやメルマガ（ＨＰから登録で

きます。）で情報発信しています。
Ｑ．９月以降のサービスメニュー（研修など）をご紹介ください。
Ａ．10月にパソコン教室、２月に組合決算・税務・登記講習を予定しております。そのほか組

合代表者会議、協同組合や企業組合部会はじめ各種研修を行いますが、個別に企画しますの
で、計画の都度案内することにしています。

Ｑ．最後に一言
Ａ．組合及び組合員企業のＰＲや中小企業間の交流ネットワークづくりに活用していただくた

めに、昨年から「きょうとまるごとネット」（http://www.kyoto-marugoto.jp/cms/）という情
報検索サイトを開設しました。内容充実のため情報収集に努力中ですが、ぜひご覧くださ
い。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（山本知美）

　　　　京都府中小企業団体中央会　
　　　　〒615-0042 京都市右京区西大路五条下ル　京都府中小企業会館４Ｆ
　　　　TEL：075-314-7131　FAX：075-314-7130　
　　　　URL：http://www.chuokai-kyoto.or.jp/

京都府中小企業団体中央会
事務局次長　近本　利和氏

事務所風景
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　智恵経営支援研究会は、今年で３年目を迎えています。発足初年度は、知恵経営報告書作成の支援
者向け研修会を受講したものの実践の機会がほとんどなく、研究会活動も遅々としていました。２年
目は、京都商工会議所の実践セミナー及び専門家派遣が実施され、研究会メンバーに実践活動の機会が
巡ってきて、結果は相応の成果を上げることができました。そして、３年目の今年は京都商工会議所に
加えて、京都府商工会連合会も研究会メンバーの活用を開始しています。
　今年度は、新たな入会で研究会メンバーも増えており、毎月開催している研究会ミーティングには15
名前後の参加があります。また、今年から始まった中小企業応援センター事業では、知的資産経営が支
援事業に入った関係で専門家派遣を活用することが可能になりました。
　一方、全国中小企業団体中央会では、「中小企業魅力発信レポート」を推進しており、今年度は知的
資産経営に対してかなりの注目が集まるようになっています。「知的資産経営報告書」（京都府では、「智
恵の経営報告書」）にしろ「中小企業魅力発信レポート」にしろ、報告書を作成する組織自身の知的資
産による戦略的認識を高めるほか、共通最大の効果としては「ブランディング」であろうと思います。
大企業は「ブランディング」に対する意識が高いのですが、下請けに見られるように中小企業者の製品
や会社名が表に出ることは殆んどない現実の中で、「ブランディング」に対する中小企業の意識は大変
に低い訳です。せっかく作成した報告書を、社内だけでなく社外に広く公開して、その効果を最大限に
満喫して欲しいと願っています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　( 中村久吉 )

　2010年度の京都支部開催の理論政策更新研修は、以下の要領にて開始します。
会　　場：新・都ホテル　B1F　陽明殿　（京都駅八条口）
定　　員：各日とも100名
研修日程及び講師：

　最近は、iPadにiPhone 4、Android携帯など新
しいデバイスが次々と登場しています。一部の
マニアが飛びついているというだけではなく、教
育や医療の現場、企業の営業ツールや店頭での
POPとして活用し始めるところが増えています。
一方、コミュニケーション基盤として、twitterの
ようなソーシャルメディアを利用する人が爆発的
に増えてきました。
　新しい端末やメディアのような流行り廃りのあ
る物を追いかけるのはけっこう面倒なことかもし
れません。でもこのマスからソーシャルへの大き
な流れはリソースが限られた中小企業にとって大
きなチャンスのはずです。中小企業でもこれら新
しい道具をもっと活用するべきです。そして中小
企業を支援する診断士も世間の大きな流れを見極
めて新たな道具や考え方をどんどん取り込んでい
く必要があると痛感しています。もしかすると診
断京都も新しい形式にて皆さんへ情報をお届けし
ないといけないのかもしれませんね。

　（杉村麻記子　Twitter：m_sugimura）

日　程 科　目 講　師

８月８日（日）
13：00～17：00

新しい中小企業政策について 京都府　副知事　　　太田　　昇氏

中小企業の再生支援 京都支部会員　　　　岡原　慶高氏

10月23日（土）
13：00～17：00

新しい中小企業政策について
京都高度技術研究所
専務理事　　　　　　白須　　正氏

中小企業の経営革新戦略 京都支部会員　　　　秋田　英幸氏

８月２日（月）
　　４日（水）
　　６日（金）

無料経営相談会（KRP）

８月８日（日） 理論政策研修1回目

10月６日（水） 近畿ブロック事務連絡会議

10月13日（水）
　　14日（木）

無料経営相談会
（中信ビジネスフェア）

10月23日（土） 理論政策研修２回目

11月27日（土） 支部厚生行事

12月４日（土） 支部会員研修

診 断 京 都　　　　　　　　　　　 Ｎｏ．94
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